	対象学校
	小学校
	学　年
	第１学年

	単　元　名
	くすのきはかせになろう
	内　容

領　域
	「自然・環境と自分」

	単元目標
	関心・意欲・態度
	校区の自然に触れようとする気持ちをもち，下三財神社の大楠に興味・関心をもつ。

	
	思　考

判　断
	校区にある自然とのかかわりを通して，自然のよさや美しさに気づき，校区の自然・環境の大切さを考える。

	
	技　能

表　現
	校区にある下三財神社の大楠に触れ，五感を使って感触や色，におい，大きさを自分なりの表現で生き生きと発表できる。

	
	知　識

理　解
	下三財神社の大楠に伝わる話を聞いたり木の大きさを調べたりして，校区にある下三財神社の大楠の特徴や由来を知り，その良さを話すことができる。

	単　元

の

意　図
	・本単元は，学校の近くにある下三財神社の大楠に直接触れる活動を通して，自然に触れることの楽しさや大楠の生命力を知り，それらを話そうとする態度を育てることをねらいとしている。

	単元計画
	総時間数
	１４時間

	題　材
	月
	時間
	活　　　動
	留　意　点

	くすのきってどんなきかな
	６
	１
	・知っている木の種類を発表する。

・楠について知る。
	・事前指導を通じて，楠への興味・関心を高め，意欲付けを図る。

・一般の楠について、名前や特徴（樹齢・葉の形・色）を知らせる。

・下三財神社の大楠の大きさや樹齢を想像したり予想したりすることで、本題材への動機付けを図る。

	
	６
	２～４
	・校区の下三財神社に行き，大きな楠があることを知り，大きさを調べる。
	・安全面への指導を徹底する。

・大楠への興味を持たせるために古くからある木であることを伝える。

	くすのきのひみつをしろう
	６～

　７
	５～７
	・校区の下三財神社に行き，大楠にまつわる話を聞く。
	・事前に下三財神社の方と打ち合わせをし，連携を図る。

・歴史の古さを伝え，自然の大切さとともに，木の生命力と，それを守ってきた人々がいることを知らせる。

	
	
	８
	・大楠のひみつを知り，感想を発表し合う。
	・大楠の大きさや歴史を知った感想を話すことで，さらに下三財神社への興味・関心を高めさせる。

	くすのきはかせになろう
	10
	９～１２
	・下三財神社へ行き，大楠の絵を描く。
	・聞いた話を思い出しながらよく見て描かせる。

	
	
	１３
１４
	・下三財神社の大楠クイズを作成する。

・下三財神社の大楠クイズを発表する。
	・クイズを出し合うことで，下三財神社の大楠に関する理解をさらに深める。

・発表会を通して，自然の大切さに気づく。


